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資料１－１
科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会

量子科学技術委員会
量子ビーム利用推進小委員会（第１３回）

平成２９年１０月１８日



ビームタイム、実験室等の提供
インハウススタッフとの共同実験 など

必要な経費 （直接経費、スタッフ人件費相
当額、戦略的産学連携経費 など）

人事交流（クロスアポなど）

産学官連携による共同研究強化のためのガイドライン
（平成28年11月 イノベーション促進産学官対話会議）に基づき設定
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トップクラス

研究者との
チーム形成

放射光の
利活用

製品開発の

課題
優れた成果

社会認知

利用料収入の増加

ビームラインの高度化や

周辺設備等への
新たな投資

産業界と学術の協働

製品開発への
フィードバック
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